
平成２８年１月１５日（金）

岡山市危機管理室
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指揮支援隊
統合機動部隊指揮隊

ｴﾈﾙｷ゙ ･ー産業基盤災害即応部隊
都道府県大隊指揮隊

消火小隊

■地震等の大規模・特殊災害発生時における人命救助活動等を効果的かつ迅速に実施する消防の援助
体制を国として確保。

■阪神・淡路大震災での教訓を踏まえ、平成７年に創設。
■平成１５年６月消防組織法の改正により法制化、平成１６年４月から法律上明確化のうえ発足。
■平成２０年５月消防組織法の改正により機動力を強化

■総務大臣が、編成及び施設の整備等に係る基本的な事項に関する計画を策定。計画に基づいて
消防庁長官が部隊を登録。

■大規模・特殊災害発生時には、消防庁長官の指示又は求めにより部隊が出動。
■平成２７年４月現在、下記の１３小隊等で編成され、４，９８４隊が登録。

４８隊
１５隊
２隊

１１７隊
１，７５５隊

水上小隊

特殊災害小隊
特殊装備小隊

１９隊
２７８隊
３９６隊

【部隊概要】 （注：平成２７年４月現在、重複を含むため合計は一致しない。）

４４１隊
１，１４７隊

７９２隊
２３隊
７６隊

救助小隊

救急小隊
後方支援小隊

通信支援小隊

航空小隊

緊急消防援助隊について

目 的

創設の経緯等

概 要

緊 急 消 防 援 助 隊 の 概 要
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※消防庁資料より引用

岡山市危機管理室
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災害の発生した市町村の属する

都道府県知事

緊急消防援助隊の出動

消 防 庁 長 官

被災市町村の消防の応援等の要請
（第４４条第１・４・５項）

大規模・特殊災害時の出動の指示
（第４４条第５項）（※）

大規模・特殊災害時の出動の指示
（第４４条第５項）（※）

緊急の場合の市町村長への
応援出動等の措置の求め
（第４４条第４項）（※）

市 町 村 長

他の都道府県知事
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都道府県知事の要請を受けた又は緊急の場合の応援
要請を待たない消防庁長官による消防の応援等の措
置の求め（第４４条第１・２項）
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4444

（ ）の条項は全て消防組織法

（※）都道府県知事の要請を受けた場合（第44条第1項）と、緊急の場合で都道府県知事の要請を待ついとまがない場合（第44条第2項）がある。

3

緊急消防援助隊の出動スキーム
※消防庁資料より引用
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※消防庁資料より引用
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◎阪神・淡路大震災：平成７年１月１７日
派遣期間：６１日間
延べ１７０隊６４０名を派遣

緊急消防援助隊 創設以前

緊急消防援助隊 創設以後

３ 東日本大震災：平成２３年３月１１日
派遣期間：４２日間
延べ１８１隊６９５名を派遣

１ 兵庫県豊岡市水害（台風２３号）：平成１６年１０月２１日
派遣期間：２日間
延べ１６隊６０名を派遣

２ ＪＲ福知山線列車事故：平成１７年４月２５日
派遣期間：１日
１隊５名を派遣（航空隊のみ）

４ 広島市土砂災害：平成２６年８月２０日
派遣期間：１７日間
延べ１８２隊６３９名を派遣

岡 山 市 消 防 局 の 出 動 実 績
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1 蒲原沢土石流災害（平成8年12月6日）
2 岩手県内陸北部を震源とする地震（平成10年9月3日）震度６弱
3 有珠山噴火災害（平成12年3月31日）
4 平成12年(2000年)鳥取県西部地震（平成12年10月6日）震度６強
5 平成13年(2001年)芸予地震（平成13年3月24日）震度６弱
6 宮城県北部を震源とする地震（平成15年7月26日）震度６強、６弱
7 三重県ごみ固形燃料発電所火災（平成15年8月14日）
8 栃木県黒磯市ブリヂストン栃木工場火災（平成15年9月8日）
9 平成15年(2003年)十勝沖地震（平成15年9月26日）震度６弱
10 出光興産北海道製油所原油貯蔵タンク火災（平成15年9月28日）
11 平成16年７月新潟・福島豪雨（平成16年7月13日）
12 平成16年７月福井豪雨（平成16年7月18日）
13 平成16年台風第23号兵庫県豊岡市水害（平成16年10月21日）

⇒岡山市消防局出動・・・2日間 述べ16隊60名を派遣
14 平成16年(2004年)新潟県中越地震（平成16年10月23日）震度７
15 福岡県西方沖を震源とする地震（平成17年3月20日）震度６弱
16 平成17年ＪＲ西日本福知山線列車事故（平成17年4月25日）

⇒岡山市消防局出動・・・1日 1隊5名を派遣（航空隊のみ）
17 奈良県吉野郡上北山村土砂崩れ車両埋没事故（平成19年1月30日）
18 平成19年(2007年)能登半島地震（平成19年3月25日）震度６強
19 三重県中部を震源とする地震（平成19年4月15日）震度５強
20 平成19年(2007年)新潟県中越沖地震（平成19年7月16日）震度６強
21 平成20年(2008年)岩手・宮城内陸地震（平成20年6月14日）震度６強
22 岩手県沿岸北部を震源とする地震（平成20年7月24日）震度６弱
23 駿河湾を震源とする地震（平成21年8月11日）震度６弱
24 平成23年(2011年）東北地方太平洋沖地震 (平成23年3月11日)震度７

⇒岡山市消防局出動・・・42日間 述べ181隊695名を派遣
25 平成25年台風第26号による伊豆大島における土砂災害（平成25年10月16日）
26 平成26年8月豪雨による広島市土砂災害（平成26年8月20日）

⇒岡山市消防局出動・・・17日間 述べ182隊639名を派遣
27 御嶽山噴火災害（平成26年9月27日）
28 長野県北部を震源とする地震（平成26年11月23日）
29  鹿児島県口永良部島噴火（平成27年5月29日）

◆平成７年６月緊急消防援助隊創設
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緊急消防援助隊の出動事例

※消防庁資料より引用
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○ 人的被害 ： 死者76名

○ 物的被害 ： 全壊179棟、半壊217棟、一部破損190棟、床上浸水1,086棟、床下浸水3,097棟

広島市土砂災害における消防機関の活動について

※消防庁被害報第46報（平成27年12月16日17時30分現在）より引用

岡山市消防局の活動

◆派遣日時
平成26年8月20日（水）14時40分～9月5日（金）13時30分

◆派遣部隊
緊急消防援助隊岡山県隊として、岡山市消防局から指揮隊、救助隊、後方支援隊等の１３隊５９名を派遣 ※ 17日間 延べ182隊

639名を派遣
◆活動内容

警察、自衛隊等の関係機関と連携し、人命検索・救助、安否確認並びに重機による道路啓開及び土砂の除去等を実施。また、水陸
両用バギーを活用し、警戒活動や資機材搬送等を実施。

○広島市消防局・消防団をはじめ、県内応援消防本部・消防団、緊急消防援助隊が関係機関（警察、自衛隊、 TEC-FORCE等）と一体
となって、多数の倒壊家屋や土砂からの救助活動を実施。

○８月２０日から９月１８日までに133名の救助活動を実施。
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広島市安佐南区、安佐北区において１６６箇所で土砂災害が発生

被害状況

消防機関の活動状況

広島市消防局
広島市内
消防団

広島県内応援
消防団

広島県内応援
消防本部

緊急消防
援助隊

活動延べ人数 18,700名 10,091名 4,463名 41名 1,471名 2,634名

活動規模

合計

広島市土砂災害における岡山市消防局の活動について

現場指揮所でのミーティング
水陸両用バギーによる警戒活動

8
重機による道路啓開活動救助活動を行う緊急消防援助隊
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平成26年度中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練について
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緊急消防援助隊地域ブロック合同訓練は、大規模災害活動時における緊急消防援助隊の技術
及び連携活動能力の向上を目的に、平成8年度から全国を6ブロックに区分して毎年実施している。
平成26年度の中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練については、岡山市において開催さ

れた。

１ 実施日
平成26年11月1日（土）～2日（日）

２ 実施場所
岡山市、瀬戸内市

３ 実施内容
◆訓練想定
平成26年11月1日（土）9:00頃、岡山市東区

を震源とするM7.0の直下型地震が発生。
◆消防応援活動調整本部等設置運営訓練
◆部隊参集訓練
◆情報通信訓練
◆後方支援活動訓練

部隊運用訓練全景（岡山市消防教育訓練センター）
訓練の様子

訓練の様子

訓練の様子

津波・浸水域訓練施設について
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本訓練施設は、平成26年8月の広島市土砂災害の際に、緊急消防援助隊として出動し、実効性が認識された水
陸両用バギー（以下、「バギー」という。）について、さらなる訓練の必要性から整備され、平成27年12月21日（月）
に運用を開始したものです。

この施設には、バギーの操縦を訓練するために必要となるターン、８の字走行等のパイロンを活用したコース、
泥濘地、こぶや丸太といった悪路走行のためのコース、水面を利用したコースを整備しています。

岡山市消防教育訓練センター

津波・浸水域訓練施設の概要

走行訓練の様子

◆水陸両用バギー
全長：3020mm
全福：1525mm
全高：1900mm
乗車定員：陸上6名、水上4名
最高速度：陸上32km/h

水上4km/h
登坂可能斜度：30度
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